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◆今週の院長予定
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3月21日 月 春分の日

3月22日 火 7：30運営会議、9：00外来、17：30業務改善委員会

3月23日 水 松江

3月24日 木 松江

3月25日 金 9：00外来、13：30来客、14：30姫路（播州信用金庫理事長叙勲祝賀会）

3月26日 土 9：45新須磨クリニック、13：00介護の家往診、14：30エリーネス須磨往診、16：00来客

◆コロナ関係
一時は1日の新規感染者が10万人を超えていまし

たが、昨日は4万人を下回り、緩やかではありますが
減少傾向にあります。18都道府県に出されていた「ま
ん延防止等重点措置」は明日3月22日から解除され
ます。1月27日に始まり54日間に及びました。

お隣の韓国では20万人程度の新規感染者があり、
中国は深圳、長春、大連などの大都市でクラスター
が発生しており都市のロックダウンが行われているよ
うです。

日本の感染者は600万人を超え、20人に1人が感
染したことになります。職員でも患者でも珍しくなくな
り、感染していたことを平気で口にできるようになりま
した。ようやく感染が「市民権」を得たようです。

繰り返しになりますが、2年前の4月1日に当院で一
人だけの感染者が出た時とは大違いです。当時は
新聞には繰り返し書き立てられ、テレビで延々と放映
され、苦情と怒りの電話が鳴り続け、保育所は断られ
奥さんが新須磨病院で働いているご主人は出勤停
止を命じられ、開業医には当院の健康保険証をみせ
るだけで診療を断られ、職員の子どもとは遊んでくれ
なくなりました。そして、誰も病院に寄り付かない状況
が2か月は続きました。

今振り返っても、笑い話ではすまない状況を目の
当たりにして、未知のものに対する過剰な恐怖を知
ることができました。

いい言葉
人間を高めるのは

経験のありようではない、

経験から何を学ぶかである

山本周五郎

◆70歳、はじめての、男独り暮らし
西田輝夫 幻冬舎

筆者は元山口大学医学部眼科教授。奥さんに
先立たれた男の独り暮らしの苦難を面白おかしく
描いている。食事ひとつにしても、献立、食材、買
い物、調理方法、後片付け、洗い物などすること
は多数あり。洗濯機の使用方法、ごみ出しの曜日
と決まり、掃除の仕方、近所付き合い、家の管理、
金銭管理、などなど家事は多岐にわたる。別に奥
さんが健在でも、中高年の男たるもの、この程度
のことができないと、奥さんの足にまとわりつく「濡
れ落ち葉」になることは必定。

今からでも遅くはない。Xdayに備えてご準備を。

南アフリカのマンデラ元大統領も「私は決して
負けない。勝つか学ぶかだ」という同じ言葉を残
しています。長い人生いろいろな経験をすること
は大切ですが、成功しても失敗しても経験から学
ぶことはもっと重要です。

神戸で一番
親切で
安全で
最高の医療を！

◆「さくら祭」は今年も中止します。
病院の風物詩となっている「さくら祭」は今年も

中止することにしました。これで3年連続の中止と
なります。ご近所のかたや患者さんからも開催の
有無を聞かれ、楽しみにされていることがよくわか
りました。来年こそは開催したいものです。

縁の下の力持ち⑦
株式会社やよいのSPDの皆さん

SPDとは、【Supply Processing & Distribution】の
略語で、物品の供給、在庫、加工などの物流管
理を中央化および外注化することにより、診療現
場の物品を柔軟かつ円滑に管理しようとする方法
のことです。SPDによって、医療材料や消耗品の
購入に関する発注・院内物流・定数管理、供給が
行われ、過剰在庫や期限切れ製品の把握と防止
ができ、購入価格の抑制や不良在庫の削減など
病院側のメリットにつながっています。


